




































前期 :90分 (週 1コマ)×13回､291字
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湊字学習における最重要課選は､何も見ずに漢字 を書けることではなく､漢






















次に書 き込み式 ノー トについて説明する｡<資料 3>のとおり､このノー ト
は提出漢字､意味などをメモするための欄､昔 ･訓 ･画数を書く欄で構成され
ている｡ 提出漠字は本文 に提出されている漢字と､それらの漢字を構成してい
る要素の中で重要と思われる漢字 となっている｡ このノー トを作成した前期の





とえ新 出漢字であっても提出しないことにしている｡ 音 ･訓について も前期 と
後期では違いがある｡ 前期では空欄に していたのだが､そうすると､辞書に出
ている読みをすべて書き写そうとする者がいた｡原則 として ｢ひとつの漢字に
ひとつの読み｣ を覚えてもらいたかったため､後期か らのノー トには読みを捷
示 してある｡
なお､教科書 は毎回改訂 しているため､製本は していない｡多穴パ ンチでル





語教育機関の性格によっても使い分けが必要 となって くる｡ しかしながら､筆
者自身はやはり漢字の構成要素に着日した教科書のほうが汎用性が高 く､一般











といったことについて､話をしている｡ 1-3の説明の中でも特 に強調 してい
る点は､我々日本人の祖先がどの ような意図で現在の文字を取 り入れて きたか
ということである｡ そして､単に文字を覚えるだけではなく､文字の学習を通
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と､すなわち漢字は ｢語｣あるいは ｢単語｣であるということを英語 と比較し
て視覚的に捉えることである｡そして､最も重要な点は､漢字は 1つの正方形
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立ちや意味などを説明してい く｡(4)また､｢崎｣の場合は ｢山､大､ロ｣とい




特筆すべ きは画数のカウン トである｡ ほとんどの学生が積極的にそして競




や寿 (つくり)､書 く順序や画数､その意味まで覚える必要がある｡ し
か し､それを全部やっていたのでは､とてつ もない時間と労力がかか





画数 を確認した後､筆順 を指導するが､この場合 もまず学習者に十分考え
させる｡ 時には､学習者に前に出て きてもらって書いてもらう｡こういった




りの確率で正 しい答えを導 き出すことができる｡授業で ｢蔵｣という漢字を






また､授業中にで きるだけ辞書 (6)を引かせるように心がけている｡ 辞書 を





自作の教科書 を使用しての授業 も99年度前期で3度日とな り､授業の進行








えさせた場合､最初 に間違 ったものを覚えて しまう学習者 もいるようである｡










その学習者が どうして も書けなかったのは ｢以｣という漢字であった｡ そ
の理由を問うと､それは筆者がその漢字について何の説明 もしなかったから
だ､とのことであった｡ 理解を助けるための何 らかの説明をすべ きだったと
反省している｡
6.漢字指導を通じて感じた拝聞と若干の擾案
漢字 を教えていると様々な疑問が生 じて くる｡ ひとつは漢字の教え方その
ものであ り､もうひとつは､漢字を特別視 しているために生 じている入門期










3)読みが 2通 り以上あって､その読みを指定 したい
4)常用漢字表付表にある当て字や熟字訓 など
おお よそ こういった場合にルビを振 るのであるが､これ らを念預 に日本語
の初級教科書 を概観 してみると､必要以上 にル ビが振 ってあるものもある｡
また､中級､上級のい くつかの教科書に もルビが振ってあ り､中には算用数
字にまで もル ビが振ってあるという驚 くべき事実がある｡ これはい ったいど
うい うことだろうか｡おそ らく漢字が読めない学習者のことを考えての こと
であろうが､漢字教育の立場か らす ると､ これは漢字の習得 を妨げるもので
ある｡漢字は漢字の授業でだけ学ぶという誤 った姿勢が学習者のみな らず､
教える側 にまで浸透 してしまうと､漢字学習はますます難 しい もの となって
いくだろう｡
教科書 ･教材の使用目的 によって､確かに必要な場合 も出て くるだろうが､
主教材や読解用教科書の本文にまで ルビを振 る必要はない｡英語 と比較す る
ことは適当ではないが､あえて言 うな らば､ルビを振 ることは英単語に発音
記号 を添えることに等 しい現象である｡｢Mountain｣とい う単語が読 めないか
らといって､本文 にその発音記号が書かれてある とい う英語の教科書がはた
して一般的だと言 えるだろ うか｡
漫字 は読み方が多いという理由から安易 にル ビを多用 している現状 は､か
えって学習の妨げになっていることをまず認識 しなければならない｡そして
理想 的には､学習者は漢字辞書 を常用 し､読みがわからない場合は辞書を引

















ある｡ これは漢字学習を ｢常用漢字を習得すること｣ と定義しているからだ
と思われる｡







うに筆者には思える｡ そう思いなが らも､従来型の指導を続けている自分 自
身に対して､不満 と焦 りを覚えている｡ いつか､この現状 を抜け出 し､より
よい漢字指導のあ り方を見つけたい｡極端なことを言えば､日本語はまず､
漢字の構成要素を学ぶことから始めたらどうかと考えている｡今回は､そう
いった ｢漢字先習｣までを論 じることはで きないが､今後､より深く考えて
みたい｡
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注
(1)例 えば､川口義一 ･加納千恵子 ･酒井順子(1995)r日本語教師のための漢字指
導ハン ドブック』には多 くの例が載っている｡
(2)西口光一 (1997)pp.48-49
(3)加藤彰彦 ｢第 1章 日本緒の表記の基準｣p.4を資料として学習者に提示してい
る｡









加藤彰彦 (1993)｢第 1章 日本語の表記の基準｣r文字 ･表記の教育』 (日本語教育
指導参考書 14)国立国語研究所





デーブ ･スペクター (1998)r僕はこうして日本語 を覚えた｣同文書院





[資料 1198年度後期研 修 コー ス指導漢 字
A (求 ) 指 導 す る 漢 字
10/21 漢字について､
二 三 四 五 六 七 八 九 十 円
10/28 1裸 長 崎 大 学 留 生 専 門 山 口 子 田2諌 日 本 語 勉 強 尊 朝 時 分 水 音 カ 月 土
火 水 令
ll/04 3疎 先 週 嘩 友 電 車 浜 町 晩 飯 食 飲 物 高雨 女 妥
4課 国 際 交 流 会 館 西 牧 小
ll/ll 5課 家 族 人 父 母 姉 弟 市 兄 妹火 水 金 東 北 南
ll/18 6課 名 前 年 住 所 話 番 号 主 千 台 米7言果 平 和 公 園 馬 駅 東 松 降
上 下 中 右 左 後
ll/25 8裸 麦 耳 取 趣 味 夜 止 音 白 楽 教 室 糸練 習 羽
9疎 部 屋 売 読 手 紙 見 聞 貫
12/02 10課 禁 煙 非 常 危 険 注 意 心 故 陣 早
有 無 料 要 冷 蔵 以
12/09 11課 通 便 利 思 首 漣 狭 広 多 少 止 歩 気 不2裸 冬 遊 奥 理 作 時 速 春 麦 秋 行 来
12/16 13課 休 近 速 喫 茶 店 雑 誌 静 親 切 好甘 赤 黒 黄 緑 色
14疎 忘 美 辞 月 財 布 人
Ol/13 15裸 体 調 急 熱 頭 痛 千 病 院 丸 豆 元6言果 機 械 凍 順 序 速 度 説 明 品 川
Olr20 17∃果 研 修 報 告 内 容 感 想 付 石 谷 * タト8課 工 場 約 台 自 動 産 製 輪 虫 垂 軽
01/27 19深 雪 新 幹 儀 遥 諌 間 合 羊 *婁20 販 実 子 定 関 係 客 短 相 談 各 灸
02ノ03 21課 懸 命 花 鳥 風 晴 耕 共 存 栄




わた しは イン ドの ラオです｡
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傾 料 31書 き込 み式 ノー ト
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【資料 61イン トロダクション3
イン トロダクション3
























* 香字 書 書 見 ま し 上 う
じ し上 ふ
漢 字かん じ 沈 み▲ 意 味A メ モ
雨 普 :おJ,訓くん
